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教員および秋田県内の公立高校教職員であり、2014 年 8 月から 2016 年 11 月にかけて教
育委員会の許可を得て実施された。なお、いずれの調査についても、回答は任意であるこ
と、回答によって個人が特定されることはないこと等を各対象者に書面にて説明している。
回収率は小・中・高いずれも 7 割程度であった。 
 
調査の概要 







対象者 教員（1,019 名） 教員（660 名） 教員（2,037 名） 
職員（338 名） 
時期 2014 年 8 月 2014 年 8 月 2016 年 11 月 




































因子分析の結果（5 因子、最小 2 乗法、オブリミン回転） 
  因子  
番号 項目内容 F1 F2 F3 F4 F5 共通性 
1 仕事のせいで心がすさんでいるのではないかと心配である .60  .04  .04  .17  -.06  .50  
4 もうこの仕事を続けられないと思うことがある .63  -.05  .01  .14  -.02  .55  
7 児童生徒に会うのさえ嫌になることがある .56  -.02  .03  .08  .21  .54  
18 仕事への意欲が尽きた気がする .65  -.13  .04  .01  .09  .62  
24 仕事のせいで燃えつきてしまったように感じる .57  -.01  .22  -.01  .06  .58  
26 地域の団体や住民の要請に応えることを面倒だと感じることがある .55  .04  -.05  .06  .06  .32  
28 朝起きた時、学校のことを考えると、嫌になる .83  -.03  .09  -.05  -.05  .74  
30 学校に行くのが嫌で、休みたいと思うことがある .83  -.04  .00  -.05  .00  .67  
31 保護者対応を耐え難いと感じることがある .64  .03  -.09  .09  .04  .40  
2 自分のやっていることが児童生徒の役に立っていると思う .02  .61  -.03  .02  -.05  .40  
5 児童生徒のために懸命に働いた後は気分がいい .01  .68  .04  -.01  -.09  .50  
8 今の仕事で、たくさんのやりがいを感じてきたと思う .07  .76  .00  -.07  -.06  .60  
11 児童生徒と打ち解けることができて嬉しいと感じる .10  .59  -.07  .02  -.20  .45  
14 教師になってよかったと思うことがある -.09  .72  .00  .02  -.06  .62  
17 仕事を終えて、今日は充実した日だったと思うことがある -.12  .72  .05  -.05  .12  .54  
21 行事や研究会を終えたときに、うまくやれたと手応えを感じる .00  .67  -.08  .01  .12  .44  
25 授業がうまくやれていると感じる -.04  .59  -.02  .04  .09  .33  
32 生徒指導がうまくやれていると感じる -.05  .54  -.03  -.02  .03  .32  
9 同僚に会うのさえ嫌になることがある .08  .00  .76  .03  .04  .72  
15 同僚と話をするのも辛いことがある -.01  -.06  .84  .03  .02  .77  
19 職員室にいるとストレスを感じる .09  .03  .69  .16  -.06  .70  
23 同僚と関わることが強いストレスになっていると感じる -.05  -.01  .96  -.04  .01  .82  
27 ずっと同僚と一緒に仕事をするとストレスを感じる .08  .02  .77  .03  .02  .72  
3 管理職と話をするのも辛いことがある .02  -.02  -.02  .90  -.01  .80  
6 管理職と関わることが強いストレスになっていると感じる -.04  -.02  -.04  .96  -.01  .84  
12 管理職に会うのさえ嫌になることがある .02  -.01  .14  .75  .07  .78  
29 ずっと管理職と一緒に仕事をするとストレスを感じる .11  .02  .16  .66  .04  .73  
10 児童生徒がどうなろうとかまわないと思う .20  -.03  .00  .01  .62  .53  
13 児童生徒が悩んでいてもあまり気にならない -.04  -.02  .01  .02  .75  .57  
16 児童生徒が困っていてもあまり気にしないようにしている .01  -.02  .04  .03  .72  .57  
 因子間相関 F1 F2 F3 F4 F5  
 F1  -.46  .66  .55  .32   
 F2    -.33  -.27  -.38   
 F3      .64  .40   




































 女性 男性 
 小 中 高 
副校長 
教頭 





心理的負担(量) .24  .25  .12  .21  .15  .06  .22  .27  .10  .19  .06  .10  
心理的負担(質) .36  .30  .14  .57  .36  .10  .15  .10  .05  .14  .13  .06  
身体的負担 .29  .19  .13  .00  .14  .10  .26  .24  .12  .09  .11  .08  
コントロール度 .01  .01  .00  .00  .00  .06  .02  .02  .00  .01  .00  .05  
技能の活用度 .00  .02  .02  .00  .07  .09  .01  .01  .01  .01  .00  .05  
対人ストレス .02  .00  .02  .00  .00  .06  .00  .02  .03  .03  .00  .05  
職場環境ストレス .19  .21  .11  .14  .07  .22  .12  .17  .12  .13  .04  .14  
適性度 .02  .02  .02  .00  .00  .09  .03  .01  .02  .01  .02  .06  
働きがい .00  .01  .01  .00  .00  .13  .01  .01  .02  .02  .00  .07  
ストレス反応 

















 情緒的消耗感 個人的達成感 同僚ストレス 管理職ストレス 脱人格化 
心理的な負担（量） .24  .04  .09  .11  -.04  
心理的な負担（質） .21  .02  .09  .11  -.03  
身体的負担 .17  .06  .04  .09  -.02  
コントロール度 -.29  .20  -.24  -.27  -.07  
技能の活用度 -.17  .26  -.23  -.25  -.20  
対人ストレス .25  -.22  .50  .46  .24  
職場環境ストレス .26  -.10  .21  .26  .11  
適性度 -.38  .46  -.32  -.32  -.23  
働きがい -.30  .51  -.29  -.28  -.31  




























 新潟県内の特別支援学校 1 校において、初等部、中等部の教職員 19 名を対象に、自己























おいて、2 学期と 3 学期の比較を行うために t 検定を行った。 
バーンアウト尺度の下位尺度、「情緒的消耗感」、「嫌人感」、「個人的達成感の低下」
それぞれにおいて t 検定を行ったところ、有意な差はみられなかった。K6 尺度において
も同様に t 検定を行ったところ、有意な差はみられなかった。 
ストレッサー尺度において、「心理的な仕事の負担(量)」，「心理的な仕事の負担
(質)」，「自覚的な身体的負担度」，「職場の対人関係ストレス」，「仕事のコントロ
ール度」，「技能の活用度」，「仕事の適性度」，「働きがい」の 8 下位尺度において t
























































たか？の 5 項目であった。 
 さらに自己評価システムと研修会に参加したことについて 2 項目尋ねた。⑪2 度アンケ
ートに回答し、結果を比較できたことは、自分自身のメンタルヘルスを考える上で役に立
ちましたか？⑫2 度アンケートに回答し、結果を比較できたことは、現在勤務している学















































はい やや あまり いいえ













開催日時：平成 29 年 3 月 25 日（土）13:30〜16:00 
場所：秋田県秋田市手形学園町 1-1 
   秋田大学手形キャンパス内地方創成センター2 号館  















上越教育大学 准教授 奥村太一 







上越教育大学 教授 増井 晃 











































座長 足利工業大学 准教授 森 慶輔 
（以下は発言内容の要約より） 
質問者 1 



















（廣嶋）の補足として、小中学校教員の平均年齢は 47.40 歳で約 5 割が 47〜52 歳の区分










































 実数 有効％ 
役に立った 14 58.3 
a)職種 
 実数 有効％ 
小学校教員 2 8.3 
中学校教員 3 12.5 
高等学校教員 5 20.8 
カウンセラー 5 20.8 
その他 8 34.8 
無回答 1  
合計 24 100.0 
参加者 24 名のうち現職の教員が 10 人で
あった（41.7%）。その他 8 人には大学院
生が 6 人含まれていた。 
b)年齢 
 実数 有効％ 
20 代 8 33.3 
30 代 4 16.7 
40 代 2 8.3 
50 代 10 41.7 
60 代以上 0 0.0 
合計 24 100.0 





 実数 有効％ 
県北 3 12.5 




秋田市 14 58.3 
秋田県外 0 0.0 




 実数 有効％ 
男性 12 52.2 
女性 11 47.8 
無回答 1  
合計 24 100.0 
性別は男女ほぼ同数であった。 




役に立たなかった 0 0 
無回答 0  








 実数 有効％ 
役に立った 13 65.0 




役に立たなかった 0 0 
無回答 4  











 実数 有効％ 
深まった 13 54.2 
どちらかといえば深まった 9 37.5 
どちらかといえば深まらなかった 2 8.3 
深まらなかった 0 0 
無回答 0  






質問 4：「メンタルヘルスチェツクシステム」を利用してみたいと思われましたか？  
 実数 有効％ 
活用してみたい 16 69.6 
どちらかといえば活用してみたい 7 30.4 
どちらかといえば活用したくない 0 0 
活用したくない 0 0 
無回答 1  
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